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寿金属工業株式会社
本社・西尾工場 愛知県西尾市法光寺町北山1番地
碧　南　工　場 愛知県碧南市善明町2丁目96番地
関　　工　　場 岐阜県関市西田原65番地の1

371人（2022年05月末現在）

生産内容 生産内容 生産内容
･ﾀﾞｲｶｽﾄ鋳造 ･砂型鋳造 ･ﾀﾞｲｶｽﾄ鋳造

 125T～650T 28台  生砂､自硬性砂  125T～800T 24台

･機械加工  砂型精密鋳造 ･金型鋳造

 MC　61台　NC　6台 ･石膏精密鋳造  可傾式鋳造機 7台

･ﾁｭｰｺﾈ熱処理 3台

製品紹介 製品紹介 製品紹介
･4輪を主とした量産品 ･試作及び少量量産品 ･2輪､4輪､ﾏﾘﾝ等量産品

 ｽﾀｰﾀｰ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ  ｽﾀｰﾀｰ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ  ﾊﾌﾞ､ﾌﾟﾚｰﾄ ﾌﾞﾚｰｷｼｭ

 ｴﾝﾄﾞ　ﾌﾚｰﾑ  ﾓｰﾀｰﾌﾚｰﾑ  ｼﾘﾝﾀﾞｰ ﾍｯﾄﾞ

 ﾁｭｰﾌﾞ ｺﾈｸﾀｰ  ﾎﾙﾀﾞｰ  ｷｬｯﾌﾟｵｲﾙ ﾌｲﾙﾀｰ

 ﾎﾙﾀﾞｰ  ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ  ﾌﾞﾗｹｯﾄ ｽｲﾍﾞﾙ

 ﾏﾆﾎｰﾙド  ECUｹｰｽ  ｴﾝﾄﾞ　ﾌﾚｰﾑ

 ｷｬﾘｱ  ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄ

 EGRﾊｳｼﾞﾝｸﾞ  ﾎﾙﾀﾞｰ

主要取引先 主要取引先 主要取引先
･㈱ﾃﾞﾝｿｰ ･㈱ﾃﾞﾝｿｰ ･ﾔﾏﾊ発動機㈱

･㈱ﾃﾞﾝｿｰﾀﾞｲｼﾝ ･㈱ｱｲｼﾝ ･ﾔﾏﾊﾓｰﾀｰﾊﾟﾜｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ㈱

･㈱ﾃﾞﾝｿｰｴｱｼｽﾃﾑｽﾞ ･ﾔﾏﾊ発動機㈱ ･ﾔﾏﾊﾓｰﾀｰﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸｼｽﾃﾑ㈱

･浜名湖電装㈱ ･佐藤金属 ･㈱ﾃﾞﾝｿｰ

･㈱ｱｲｼﾝ ･ﾄﾖﾀ紡織㈱

･㈱ﾃﾞﾝｿｰﾀﾞｲｼﾝ

･㈱ﾃﾞﾝｿｰﾜｲﾊﾟｼｽﾃﾑｽﾞ

･㈱ｼﾞｪｲﾃｸﾄ

･㈱ｱｲｼﾝ

・東京濾器㈱

従業員

主 要 内 容

本社･西尾工場 碧南工場 関工場

6,600万円

所在地

設　立
資本金

会 社 概 要

名　称

1953年2月
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事業活動を通じ、資源保護の使命を自覚し、
地球環境の保全と汚染防止に努める。

当社は経営理念に従い、鋳造製品の鋳造等において、環境への負荷を
低減する為に、下記の事項について、優先かつ継続的に取り組みます。

1 環境に関する法令・条例・協定等を順守し、自主的に環境保全向上に
努めます。

2 組織を利用し、可能な範囲で目的・目標を定め、かつ定期的に見直し
を行い環境マネジメントシステムの継続的改善と汚染の予防に努め
ます。

3 事業活動に係る環境側面のうち、特に以下の項目を環境管理の重要
テーマとして取り組みます。
①電力、ガス等のエネルギー消費の削減に努めます。
②産業廃棄物の削減及び再利用を推進し、資源の有効活用に努めます。
③有害物質の管理を向上させ、代替物質への転換等によりその削減に
　努めます。
④騒音、振動等を抑え、周辺地域への生活環境保全に努めます。

4 環境方針を全社員に周知させ、環境保全意識の向上を図ります。
5 この環境方針は、社内外に対して開示します。

2003. 1月 ｷｯｸｵﾌ
2003. 4月 ISO14001事務局設立
2003. 5月 本格的活動開始
2003.11月 第1段階審査
2003.12月 第2段階審査
2004. 2月 ISO14001認証取得

CertificateNO.AJA04/7160
2005. 1月 ISO14001:2004年度版への移行活動
2006. 2月 ISO14001:2004認証取得
2009. 2月 ISO14001:2004認証再取得 〈参考〉
2012. 2月 ISO14001:2004認証再取得 2003. 2月ISO9001:2000認証取得
2015. 2月 ISO14001:2004認証再取得 CertificateNO.AJA03/6083
2017.12月 ISO14001:2015認証取得 2006. 2月ISO9001:2004認証取得
2020.12月 ISO14001:2015認証再取得 2006. 2月ISO9001:2004認証再取得

2009. 2月ISO9001:2004認証再取得
2012. 2月ISO9001:2008認証再取得
2015. 2月ISO9001:2008認証再取得
2017.12月ISO9001:2015認証取得
2020.12月ISO9001:2015認証再取得

ISO14001認証取得の経過

経営理念・環境方針

経営理念（環境項目抜粋）

環境方針
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事務局員（ 本社 ）
（ 西尾 ）
（ 碧南 ）
（　関　）

〈主な活動内容〉環境方針､目的･目標達成の為にEMSを確立し､維持し､継続的な改善を
                図る為の諸活動

･環境影響､環境側面による環境負荷の低減(環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの推進)
 ｴﾈﾙｷﾞｰの削減､産業廃棄物の削減､法順守､有害物質の管理向上による
 環境保全と環境汚染の予防への活動
･資源の有効活用と有益な環境側面での活動

関工場

切 江 係 長

本社･西尾工場

環境管理責任者

全体組織

品質保証責任者

ISO事務局

〈環境委員会〉

碧南工場

経営者

足 立 係 長

岡 田 班 長

大 西 部 長
榊 原 部 長

宮 川 課 長

事 務 局 長
品質保証責任者

組 織 体 制

ISO事務局ﾒﾝﾊﾞｰ

環境管理責任者 西 尾 部 長
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(2022年度の目的･目標)

工場 区分
エネルギー 19年度比　7.5%削減 実績：2.17t-co2/百万円

本 ・エアー洩れ修繕　パトロール

社

19年度比　7.5%削減 実績：1.54t-co2/百万円
西 ・インゴット投入方法改善

・燃焼効率炉へ3台更新

尾

エネルギー 21年度比　1%減 実績：0.477t-CO2 達成率64%
0.745t-CO2　 ・水銀灯からLEDへ交換

碧

21年度比　1%減 実績：6.590t-CO2 達成率-116.1%
南 5.870t-CO2　

・酸化物の除去

エネルギー ＬＰガス使用量の削減 19年度比　同等とする 実績：2.85t-CO2 達成率　116%
・DC:炉蓋の修理

・DC:材料投入＆溶解炉構造

　教育

・DC排熱センサーの交換

・老朽炉の更新

電力使用量の削減 19年度比　10%減 実績：1.06t-CO2 達成率　187.7%
関

環境保全 騒音の発生を抑制 工場全体が85dB以下

(外部講習参加者)
内部監査員養成コース

ISO9001 ※今回は、不参加　
ISO14001 ※今回は、不参加　

電力使用量の削減

LPガス使用量の削減

2.23t-C02/百万円

1.76t-C02/百万円

（付加価値生産性金額）

（付加価値生産性金額）

達成率：0%

･エアー洩れ量の低減1.99CO2（ＣＮ仕様）

・コンプレッサ仕事量に応じた稼働管理

・サーボモータ式DCM更新

・空焚きの教育　パトロール

・エアー漏れの修理と点検

・空焚きの教育

・ｼｪﾙ芯落とし打撃時間の短縮

実績:83.8dB(DC工場)
　　:123dB(Ｇr工場)

・弱い力で砂を落とし、騒音値を低減

・DC、Ｇrサーモレジェンド塗装

･無駄な電力量の排除

・

3.31t-CO2

電力使用量の削減

LPガス使用量の削減

管理目的

環境マネジメントシステム

目標値 実績値
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(2022年度の騒音・振動測定結果)

1.　関工場 2022年 12月  15日測定　〔 測定者 ：足立 〕

騒音（その他の地域） 単位：ｄＢ 振動 単位：ｄＢ
朝 昼 夕 夜 昼 夜
7:00 15:00 19:30 23:00 15:00 22:30

①金型保全横 40.3 57.2 46.5 44.2 ○ 45以下 45以下 ○
②東側駐車場 40.1 52.2 45.0 44.2 ○ 45以下 45以下 ○
③LPG施設横 44.1 54.1 46.1 44.5 ○ 45以下 45以下 ○
④Gｒ鋳造工場横 48.5 59.5 49.2 45.0 ○ 45以下 45以下 ○

55以下 60以下 55以下 50以下 60以下 55以下
朝6：00-8：00　昼8：00-19：00　夕19：00-22：00　夜22：00-6：00 ※測定最小値:45.0

2.　西尾工場 2022年11月 11日測定　〔 測定者 ：岡田〕

騒音（その他の地域） 単位：ｄＢ 振動 単位：ｄＢ
朝 昼 夕 夜 昼 夜
7:00 15:00 19:30 23:00 16:00 22:00

①南工場東 48.6 59.5 54.3 48.9 ○ 45.0 45.0 ○
②水処理東 54.4 56.7 52.3 49.4 ○ 45.0 45.0 ○
③鋳造工場北 53.2 58.7 53.7 49.5 ○ 45.0 45.0 ○
④役員駐車場西 50.5 53.6 48.0 47.0 ○ 45.0 45.0 ○

55以下 60以下 55以下 50以下 65以下 60以下
朝6：00-8：00　昼8：00-19：00　夕19：00-22：00　夜22：00-6：00 ※測定最小値:45.0

3.　碧南工場 2022年11月7日測定　〔 測定者 ：切江・宍戸〕

騒音（第3種） 単位：ｄＢ 振動 単位：ｄＢ
朝 昼 夕 夜 昼 夜
7:30 11:30 19:00 22:00 11:30 22:00

①石膏鋳造東 45.9 49.8 41.8 41.5 ○ 45.0 45.0 ○
②機械加工工場東 48.7 51.0 46.2 45.4 ○ 45.0 45.0 ○
③産廃置場西 50.6 52 49.8 49.7 ○ 45.0 45.0 ○
④変電室南 49.5 55.1 50.7 49.7 ○ 45.0 45.0 ○

60以下 65以下 60以下 50以下 65以下 60以下
朝6：00-8：00　昼8：00-19：00　夕19：00-22：00　夜22：00-6：00 ※測定最小値:45.0

まとめ
　
　当社に於ける騒音と振動の測定結果については、各工場共に法令の基準以下であり
　適合していることが判明されました。

測　　定　　点

環境マネジメントシステム

騒　音　基　準

測　　定　　点
測　定　時　間

騒　音　基　準

測　定　時　間

評価 評価

評価 評価

評価 評価

測　　定　　点

騒　音　基　準

測　定　時　間
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※2022年度ISO活動計画書に基づく活動の推進(別紙計画書参照)

※環境方針に基づき､目的､目標を設定すると共にISOの規格要求事項に従い、
  当社ＥＭＳの構築と運用による活動を推進した。

　目的･目標 ･･ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施報告書

　教育訓練 ･･ 全社教育計画、工場毎教育の実施 都度
環境方針

　内部監査 ･･ 内部監査員による社内監査 年1回
(環境に係わる監査　・全社：1回）

　環境委員会の開催 ･･ 経営者によるﾌｫﾛｰ 年2回

　環境改善 ･･ 全員参加での工場内及び、周辺の美化活動　

※当社の事業活動に於いて発生する環境側面及び環境影響を見直し、環境方針の主旨に
　基づいて適合した有効性のある項目を総合的な判断により、下記のステップで
　目的・目標の設定を行った｡

1 環境の調査 ････････ 初期調査表

2 環境側面と影響調査 ････････ 環境側面抽出・評価表

3 有益な環境側面の抽出 ････････ 有益な環境側面抽出・評価

4 検討 ････････ 関連法令等 ISO事務局

5 目的・目標の決定 ････････ 目的目標一覧表(7項目)
 本社･西尾工場 2項目
 碧南工場      2項目
 関工場 3項目

6 活動の展開 ････････ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

活 動 内 容

環境マネジメントシステム

活動計画

2003年5月

2022年5月

2022年5月

2022年5月

全体概要

目的･目標の設定



№7/12

※ＥＭＳの有効性と継続的改善のステップとして内部監査を､本年度は1回実施した
　　  ・全社：22年9月7日-10月7日 総計： 1件

本社 西尾工場 碧南工場 関工場 合計
重欠点 0
軽欠点 1 1
参  考 0

指摘内容
・2021年度定期審査観察事項の横にらみで、フロン簡易点検（第一種特定製品の
　簡易点検記録簿）を確認した際、碧南工場のコンプレッサーについては対象外で
　あったが、スポットクーラーの定期点検が行われていなかった。

※ISO14001の条項について、事務局及び工場主催による教育を定期的に実施した｡
※事故･緊急事態に対応する｢手順書に基づき」定期的な訓練を実施した｡
2022年度
　本社/西尾 ･･･ 23年3月24日実施
    　      
　碧南工場  ･･･ 22年3月24日実施
   　       ･･･ 22年10月28日実施

　関工場    ･･･ 22年3月24日実施
   　       ･･･ 22年3月14日実施

緊急事態対応訓練の実施状況は、訓練（全社）別紙参照

※各工場とも環境改善を通じ、自職場に於ける活動と環境影響について認識し
  環境に対する意識の向上を図った｡

環　境 ････････ シェル芯打撃時間の短縮…関工場

省エネ ････････ 材料サイズを小さくすることで溶解タワー内の材料密度を上げ
燃焼効率を向上させる…西尾工場
溶解炉にサーモレジン塗装実施・・・関工場
砂型工場 水銀灯からLEDへ交換…碧南

工場周辺 ････････ R248ゴミ拾い（関工場周辺）…関工場
工場周辺道路の清掃と金型置場裏の木の伐採…本社・西尾工場
工場周辺道路の清掃（碧南工場～大道駐車場）

工場美化 ････････ 工場内草取り…碧南工場
工場美化活動(部署単位)の実施…関工場

環境委員会の開催

　　火災発生時の避難訓練・消火訓練の実施

　　消火訓練の実施
　

　　緊急事態対応訓練の実施（灯油タンク転倒による油流出）

環境への改善

※環境マネジメントシステムの継続的な妥当性、適切性を確認する為に、パフォーマンスの改善を
図る｡
※経営者､環境管理責任者を中心とし､本年度は2回にわたり、環境マネジメントシステムの継続的
改善と環境保全の進捗状況と、環境目的目標の達成状況を確認する為に環境委員会を開催した。

　　緊急事態訓練の実施

内部監査

環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

　　避難訓練の実施（西尾工場で2名参加）
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近隣の生活道路脇に生えている草木の剪定（本社)　【２０２２年度】

取り組みにあたっての考え方
近隣の生活道路脇に生えている草木が、成長と共に道路側に迫り出し、近隣住民等の
車の往来の妨げになっていた。
草木の剪定に協力することで、地域住民の生活環境の安定化に貢献する。

活動内容
(1)草木の剪定

7月15日PMにて、近隣の草木の剪定を行った。　

2022年度　参加者数　３名

参加部署
・総務部　３名

（3）剪定後

地域貢献

（1）剪定前 （2）剪定中
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LPG消費量削減　電気使用量削減　【2022年度】

取り組みにあたっての考え方

活動内容
LPG　重点　溶解炉管理
(1)空焚き、バーナー状態　炉蓋開閉巡回強化　インゴット投入方法改善
(2)高効率炉へ設備更新
(3)他社ベンチマーク　講習会展示会参加

電気 　重点コンプレッサ管理
(1)エアー洩れ修繕巡回　コンプレッサ稼働管理
(2)高効率設備への設備更新
(3)他社ベンチマーク　講習会展示会参加

効果
LPG

活動内容

数値目標

電気

活動実績
コンプレッサ停止管理

DCM2台更新　他

数値目標

講習会
EMPリーダー　事務局　WEB講習会　会社見学実施（実績2WEｂ　5社見学）
23年度活動に反映

環境改善

CN中長期目標達成に向け新しい知識や技術の情報収集、他社ベンチマーク
講習会への参加を促し、来期以降の環境投資アイテムを積上げる期間として活動

目標2.00t-C02/百万円
実績1.97t-co2/百万円

空焚き巡回毎月実施
炉更新3台他

目標1.93t-C02/百万円
実績1.60t-co2/百万円
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電力使用量の削減（碧南工場）【2022年度】

取り組みにあたっての考え方

・電力使用量を抑え、CO2排出量を低減する

活動内容

1.エアー漏れ箇所の点検と修理
2.コンプレッサー稼働台数の見直し
3.工場内のLED化

活動

1.エアー漏れ箇所の点検と修理
・職場巡回を行いエアー漏れ箇所を検出する
・エアー漏れ箇所を修理しムダな電力消費を無くす

2.コンプレッサー稼働台数の見直し
・負荷が少ない時のコンプレッサー稼働1台

3.工場内のLED化
・22年9月21日　事務所　蛍光灯からLEDへ交換
・22年10月15日　自硬性職場　水銀灯からLEDへ交換
・23年5月24日　加工職場　品質チェック場の蛍光灯をLEDへ交換（5本）

効果

1.エアー漏れの点検と修理
・エアー漏れ修理箇所：13箇所/年

2.コンプレッサー稼働台数の見直し
・都度実施

3.工場内のLED化
・自硬性職場　240ルクスから640ルクスへ改善

環境改善
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電気使用量削減　（関工場）【2022年度】

取り組みにあたっての考え方
電力使用量を抑え、CO2排出量を低減する
 (1)ダイカストマシン設置のRBスプレーのエアーホースが、経年劣化等により穴あきや
　　継手修理があり、漏れ箇所が特定できない
 (2)無駄な電力消費の排除

活動内容
(1)エアー漏れ量の低減
　 ①定期的にホースの全交換を行い、マシン可動時のエアー漏れをなくしていく

(2)無駄な電力消費の排除
①トータル的な電力使用量低減として、不良低減を行い、生産時間の短縮＝電気使用量の
　　低減につなげる

活動
スプレー機の交換計画　実施（交換の際に出た廃ホース、継手は再利用する）

部品の再利用で
　消耗品購入費の
　低減
エアー漏れ量の
　低減

2021年不良率5.12％に対して

2022年度は4.09％で約１％低減した。

良品向上委員会の参画、生産１課内での3ヶ月ごとに

　対象品番を選定し不良低減活動の実施を行い

　年間を通じて、継続的に取り組んだ結果、

　年間での低減につながった。

効果金額は出せていませんが、無駄な稼動や打ち直しが

　減少した分、電力量の低減にもつながりました

効果

原単位実績 :0.391t-CO2　達成率：104.8%

環境改善

（1）―①

（2）―①

不良率

2021 5.12

2022 4.09

0.00

2.00

4.00

6.00

年度別 不良推移
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2022年度ISO活動計画書に基づく活動を推進しました。

事務局業務では、文書・記録類の改訂、環境報告書の作成、ISO事務局会議開催は

計画通り実施しました。

全体業務では、定期審査の非公式指摘事項を「観察事項の横にらみ」にまとめて

社内展開し問題点の改善と、全社内部監査結果ではISO9001で7件、ISO14001で1件の

指摘事項の改善を実施しました。

部門業務では、地域とのコミュニケーション、緊急事態・防災訓練を実施しました。

一部工場に於いて地域住民より、夜間のエアーブローやフォークリフトの走行音に

対しての苦情が発生しました。

また、目的・目標の達成のため、環境マネジメントプログラム活動を実施しましたが、

一部の活動内容で目標未達成となりました。

2023年度環境向上計画では、省エネと再エネの組み合わせでCO2搬出量の削減や、

環境負荷物質の抑制、緑化推進を重点項目として取り組みます。

また、地域とのコミュニケーションを通じて、苦情ゼロを目指します。

2050年までにカーボンニュートラル【温室効果ガスの排出『ゼロ』】という目標を掲げ

世界各国・各企業が活動を加速させています。

22年度は寿金属工業も中長期計画・目標等の見直しを行い【環境ビジョン35】策定した。

今迄の目標は、CO2排出量削減 年率1％でしたが、35年迄は【年率2.5％】と設定しました。

この目標を達成する為に、カーボンニュートラル対する意識を更に向上し活動を推進します。

寿Gr全体で環境経営を進めよう。

寿金属・コトブキ精機・KDC目指す方向性を共有し進めよう。

環境管理責任者のコメント

経営者のコメント

2023年度の課題

2022年度の反省



改訂者

※：工場事務局で活動詳細・担当を具体化 ●印:完了又は済み　○印：見直し中 寿金属工業株式会社

ＱＥ

○○ 計　画 2022年度ISO活動計画書(立案･承認) 承認 1回／年 ISO活動計画書

○○ 計　画 2022年度ISO事務局組織体制の確立 承認 1回／年 ISO事務局組織図

（組織変更時、都度見直し）

○○ 文書改訂 マニュアル､規定､要領､手順書及び記録様式の改訂 完遂 1回／年 管理文書一覧

○○ 記録改訂 ※ 管理記録一覧

○ 活動報告 2021年度環境報告書の作成 完遂 7～9月 2021年度環境報告書 発行/1

※

○○ 実  務 2021年定期審査非公式指摘事項のフォロー 完遂 3～5月 計画書展開

　・進捗確認 実績把握 ●

○○ 定例会 ISO事務局会議(企画､進捗､報告､改善) 完遂 4回／年 議事録

○○ 外部監査 ＡＪＡによる継続審査 認証 11月 報告書  9001：2015

  (事務局)

○○ 社内監査 ISO 9001/ISO 14001の内部監査 完遂 1回／年

　・監査の事前準備：主任監査員

　・内部監査員への監査前教育：主任監査員 1回／年

監査前

○ 改  善 地域とのコミュニケーション 問題解決 1回／年 工場事務局にて企画 工場単位で計画

・周辺地域の貢献内容の具体化

○ 実  務 2022年度環境マネジメントプログラム 完遂 2回／年 環境側面調査・EMP

・環境方針､目的･目標､環境側面等の見直し

○ 実  務 緊急事態訓練(社内生産要因の想定) 実施 1回／年 実施基準に従う 工場単位で計画

防災訓練(自然災害の想定)

○○ 点　検 インフラストラクチャー作業環境基準チェック 報告提出 1回／年

6月

ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ・作業環境
基準

報告 報告

● ●

●

H N N/H/S

● ●

環境委

H/S N

21年まとめ 側面調査 環境委

監査手法、必要知識 ● ●

部

門

業

務

N N

●

内部監査報告書　など ● 9/7-10/7実施

監査趣旨、狙い 準備教育 監査知識

14001：2015

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・案内・説明 計画 部門・部署

申請 全体準備 6週間計画 継続審査

全

体

業

務

● ● ● 15.16

9/7-10/7確認

18 14 13 15

18 14 13 15

計画反映 最終照合 実施確認

● ● ● ●

実績まとめ・作成

● ●

発行 差し替え

● ● ●

● ●

承認

事

務

局

業

務

●

運用上の問題点改善

見直し完

提案・検討 1

8 9 10
関連文書類

2022 2023

2 311
備　考

3 4 5 6 7 12 1
分類

ISO
項  目 主　要　業　務 目標値 実施頻度

改訂日 内容
2022年度ＩＳＯ活動計画書

経営者 承認(品質) 承認(環境) ISO事務局

榊
2022. 3.17

原

西
2022. 3.17

尾

大
2022. 3.17

西

鳥居

2022. 3.17

社長



緊急事態対応訓練（西尾工場）

初期消火訓練（本社・西尾工場） 場所：駐車場（産廃置き場前）

実施日：２０２３年３月２４日（金）　　対象者：新人・ベトナム研修・中途社員及び生産関係部署指名者　　

■初期消火活動に主眼を置き、机上説明および水消火器にて訓練

【　机上説明　】 【　消火器使用手順説明　】

【　消火器の説明　】 【　手本を見せ手順説明　】

【　訓練内容の説明　】 【　新入社員による実演訓練　】

【　講評　】



緊急事態訓練（碧南工場）

■緊急事態訓練の実施

実施日：2022年10月28日（火）　　対象者：碧南工場　従業員　　場所：碧南工場

電源確認 バルブ位置確認

吸着マット確認 流出防止用砂の排出

流出防止用砂散布風景



実施日　　：2023年 3月24日（金）

対象者：　　2022年度入社従業員　(7名)　　　

【火災発生・消防署へ連絡・社内放送】 【火災現場の消火作業】

【避難状況】 【負傷者搬送】

【集合・点呼】 【報告】

【総評】

【可搬ポンプ放水訓練】

関工場避難訓練 実施状況


